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令和５年度 第２回岩見沢市総合戦略等推進委員会 議事録（要旨） 

 

● 日時、出席者等 

日時 令和５年１２月２０日（水）１０時３０分～１２時１０分 

会場 岩見沢市役所４階 委員会室１・２ 

出席委員等 委員９名、特別委員３名 

傍聴者 ０名 

事務局等 事務局２３名 

 

● 議事録（要旨） 

会 議 次 第 協 議 内 容 

１ 開会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 企画財政部長挨拶 

 

 

 

 

（事務局） 

本日は、時節柄何かとご多忙のところご出席いただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

定刻になりましたので、ただいまから令和５年度第２回岩見沢市総合

戦略等推進委員会を開催させていただきます。この推進委員会は、今年

度２回目の開催となります。 

今回からご出席いただいている委員の方がいらっしゃいますので、お

名前をご紹介させていただきます。 

はじめに、岩見沢商工会議所の木村様でございます。次に、岩見沢青

年会議所の中西様でございます。北海道教育大学の山本様は、後ほどい

らっしゃいます。特別委員として、一般社団法人北海道総合研究調査会

の星野様でございます。同じく、特別委員として北海学園大学の鈴木様

でございます。 

本日は、石川委員、閔委員、菅藤委員の３名の方からご欠席の連絡を

いただいております。 

また、後ほどご説明させていただきますが、本日は、各総合戦略事業

の実績報告となりますので、担当部署の職員も出席させていただいてお

ります。出席者につきましては、お配りしております名簿と座席表にて

ご確認をお願いいたします。 

それでは開会に先立ちまして、企画財政部長より一言ご挨拶申し上げ

ます。 

 

（企画財政部長） 

総合戦略等推進委員会の開催にあたりまして、ご挨拶を申し上げます。 

先ほどお話がありましたように、大変年末のお忙しい時期の開催とな

ってしまい、大変申し訳ございません。そのような中、このようにお集

まりいただきましてありがとうございます。また、日頃より岩見沢市政



- 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 会長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 協議事項 

（１）第２期岩見沢市総合

戦略の検証と総括、

各総合戦略事業の実

績 

にそれぞれの立場でご協力、ご尽力いただいていることにつきましても

併せて御礼を申し上げます。 

さて、この総合戦略につきましては、今年度、国がデジタル田園都市

国家構想に移行したということで、岩見沢市の総合戦略についても見直

しを検討しているというところでございます。 

本日、協議の第２段階目として、これまでの振り返りということで、

事業の評価をご説明させていただいた上で、皆様からご意見をいただき、

次の計画、戦略に反映させてまいりたいと考えているところでございま

す。 

ぜひ委員の皆様には忌憚ないご意見をいただきまして、私どもの新た

な戦略作りにご協力いただきたいと考えておりますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきます。本日はよろし

くお願いいたします。 

 

（事務局） 

それでは、早速次第に沿って始めさせていただきます。 

次第の３番でございますが、当委員会の会長であり、会議の議長でご

ざいます米内山会長からご挨拶をいただきまして、引き続き、議事の進

行をお願いしたいと思います。 

では、米内山会長よろしくお願いいたします。 

 

（会長） 

委員会の開催にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

前回、８月２９日の第１回委員会では、国の地方創生の動向と、これ

を踏まえた総合戦略の改訂について、事務局から説明と報告を受けて、

委員の皆様と意見交換をさせていただいたところでございます。 

本日は第２期の総合戦略の検証、総括と各事業の成果に関する報告を

受け、次期総合戦略に向けた考え方についてご協議をいただく予定とな

っております。 

本日も委員の皆様と活発な意見交換を通じて、これからのまちづくり、

地方創生について、ともに考えていきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 

（会長） 

それでは、議事に入っていきたいと思います。 

協議事項ということで、(１)第２期岩見沢市総合戦略の検証と総括、各

総合戦略事業の実績の説明をお願いいたします。 
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【事務局から説明】 

 

（会長） 

 今の説明につきまして、ご質問あるいはご意見があればいただきたい

と思います。 

（発言者なし） 

 

特になければ、その後も、関連するところが出てくると思いますので、

パート２の説明に移らせていただいてよろしいですか。 

（異議なし） 

 

（会長） 

 パート２の方、よろしくお願いいたします。 

 

【事務局から説明】 

 

（会長） 

 ただいま説明がありましたが、ご質問、ご意見があればいただきたい

と思います。はい、どうぞ。 

 

（委員） 

 資料の３ページにＫＰＩの達成状況からみる成果というのがありまし

て、７項目中３項目、３８項目中１１項目という表現があるのですが、

目標値と比較してそれを超えているものが３８項目中１１項目あるとい

う見方でよろしいでしょうか。 

 

（事務局） 

 はい、その通りでございます。 

まず、上の段は４項目の基本目標で、調査非対象のものを除いて、７

項目中３項目がＫＰＩを達成しています。 

また、その下の各事業につきましては、同じように調査非対象の項目

を除いて３８項目の事業があります。そのうち１１項目が基準値を超え

ているという状況になっております。 

 

（会長） 

その他いかがですか。 

 

（委員） 

９ページの新しい人の流れの文言になりますが、（１）芸術文化・スポ
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ーツや鉄道、炭鉱、ワイン等の強みを活かした地域ブランドの確立です

けど、最近聞くのは、非常に空知のワイン、岩見沢のワインの人気が全

国的に上がっているということですけれども、生産量が非常に少なくて、

色々酒屋さんに聞きますと、もう春になりましたらほとんど予約で売れ

てしまい、対外的に、例えば色々なブランドとして売り出そうとしても、

結局、品物がないという状況があるということで、根本的なところの何

か取組みが欲しいなと感じます。 

それからもう１つ、芸術文化・スポーツ交流創出事業になりますが、

実は、私も市民会館の運営に携わっておりまして、指定管理の予算がか

なり厳しく減額されているという状況の中で、今年は、電気代、水道代、

油代が非常にかかって光熱水費が非常に上昇して、基本的にはいただい

ている指定管理料では赤字になってしまうという状況が今年ありますけ

れども、そちらは、私達の方は教育委員会と話はしていますけれども、

指定管理の在り方をもう少し再考をお願いしたいなと。 

実は、道内の岩見沢以外の指定管理契約では、光熱水費は実費精算で、

これがほとんど他の市町村はそういうことになっています。 

岩見沢市だけ当初予算のままということで、例えば、赤字になっても

それを面倒見てくれないということがありますので、これが市民会館だ

けではなく、他のスポーツ系の体育館とか、そういう指定管理も同じよ

うな契約になっているのではないかと考えられますけれども、そこをき

ちっと考えていただかないと、こういう新しい拠点の整備事業をやった

としても、基本的なインフラのところの運営が結局続かない。そしてサ

ービスも低下させてはいけないというところがありますので。 

このＫＰＩ、旧校舎を活用した地域の拠点整備事業ということだけの

数字ではなくて、もっと基本的なインフラのところです。 

きちっとわかるような総合戦略に、この実績のＫＰＩの取り上げ方を

していただきたいなというふうに思います。以上です。 

 

（会長） 

 今、ワインの話と、それから指定管理の話が出ましたけども、事務局

お願いいたします。 

 

（事務局） 

 今、基本目標２の項目のところのお話でしたので、私の方で一括して

お答えさせていただきます。 

まず、１点目のワインの話につきましては、空知総合振興局さんと、

この空知のワインという取組みを進めております。 

実際のところは小規模なワイン農家さんが多く、なかなか生産量を確

保できないため、すぐに売り切れてしまうこともあると思いますが、一
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方で、この岩見沢の中にワイナリーが数多くあるというのは大きな強み

だと思っておりますので、そこは農家さんとの兼ね合いですとか、そう

いったところを見ながら、関係担当課とも調整しながら取組みを進めて

いく必要があると思っております。 

また、２点目の指定管理の話につきましては、公共施設マネジメント

関連の話になりますが、最近、施設の維持管理費の高騰に伴う指定管理

料の上昇というのが課題となっております。 

そういった中で、指定管理の受託者と各担当課で調整しながら進めて

いるところでありますが、今お話があったところを含めまして、総合的

に判断していきたいと思っております。 

 

（委員） 

 ぜひ指定管理料については、きちっと再検討願いたいなというふうに

考えます。よろしくお願いいたします。 

 

（会長） 

ワインの話も出ましたけど、やはり生育期間が必要なものっていうの

は、どうしても時間がかかりますので、その辺を計画的に進めていただ

ければと思います。その他いかがですか。 

 

（委員） 

空知ワインの色々な事業に関わっていますので、おっしゃる通りだと

思いました。 

ワイン単体というよりは、例えば飲食店とか、ワイングラス産業とか、

ワインにまつわる色々なジャンルの産業がありますので、そういったと

ころの連携が必要かなと思っています。 

滝川市では、お店にワインを持ち込んで、そこのお店のワインと合う

食事と一緒に楽しんでもらうようなＢＹＯシステムというのを平成何年

かから実施していました。 

結局、何年間かでそのシステムは終わってしまいましたが、滝川市に

は、空知ワインを置いているお店がまあまああります。 

岩見沢市だと、飲食店に空知ワインを置いているお店があまりなくて、

結局、すごく美味しいものがあるのにワインと一緒に楽しめないという

ような状況がありますので、そういった飲食店とワインのマッチングみ

たいなことの補助があると良いかなと思いました。 

 

（会長） 

 はい、大変貴重な意見だと思います。その他いかがですか。 
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（委員） 

 あらかじめ設定されたＫＰＩで読み取れないところだと思いますけれ

ども、３ページ目の総括の人口減少の抑制のところの２点目で、社会減

が縮小傾向、１４歳以下の子どもと親世代の改善が顕著となっておりま

すので、この辺の状況を教えていただければと思います。 

 

（事務局） 

 具体的な数字は今日資料としてお見せしておりませんが、第１期総合

戦略が平成２８年から始まっており、人口動態を毎年確認しております。 

その中で、当市の転出で１番多いのが、１０代後半から２０代の進学

就職によるものなのですが、一方で、直近では１４歳以下の子どもと３

０歳から３９歳の転入が逆に多くなっており、第２期総合戦略が特にそ

のようになっています。そのため、このように総括をさせていただいて

おります。 

 

（委員） 

 私も同じところに注目したのですが、基本目標２の人の流れを作ると

いう部分と、あともう１つは３ページの今の社会減は減少傾向というと

ころですけれども、おそらくこれは予想としては、ここ５年間ぐらいの

期間だと思うのですが、コロナ禍の状況があって、初めて東京の転出超

過みたいなことがあり、あまり一極集中が進まなくなったというのは見

た記憶があります。 

なので、これがもしかするとコロナの逆効果というか、コロナによっ

て本当は出ようと思った人々が一旦見送ったという可能性ももしかした

らあるので、単純にこれが本当にそういう効果なのかということは、も

う少し慎重にみた方がいいかなというところです。 

その上で、他市町村の人口動態はどうなのかということと、それに対

して、岩見沢市はかなり健闘しているという部分の比較をしながら、や

はりこれが本当に政策による効果なのかとか、あるいはコロナによる人

口流出の抑制の効果があったとか、ここはしっかりと客観的に見た方が

いいかなと感じますので、ぜひちょっとこの後の動向も少し見ながら、

慎重にご検討いただければありがたいなと思います。以上です。 

 

（事務局） 

 確かに、コロナ禍では人の動きがある程度抑制されたところがあり、

特に令和２年と３年は顕著だったと考えられます。 

一方で、先ほどお話した第２期総合戦略の時期から推移をずっと見て

いくと、１４歳以下と３０代の社会減が若干減ってきておりますので、

そういったところも含めて、記載させていただいております。 
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資料を今日はお見せできておりませんので、後ほどその人口動態等を

見せていければと思っております。 

また、他市町村の動向ももちろんしっかり押さえていきたいと思いま

すのでよろしくお願いいたします。 

 

（会長） 

 コロナという特殊事情があったということでございますけれども、そ

れらのことも含めて比較検討を進めていただきたいと思います。あとい

かがですか。 

 

（委員） 

 １０ページの教育大学連携事業のところですけれども、今日キャンパ

ス長がいらっしゃってますが、教育大学という岩見沢のひとつの資源が

あって、このＫＰＩがｉ－ＢＯＸの利用者数とか企画展示者数だけにな

っておりますが、ＫＰＩは１つの指標だとは思いながらも、教育大学と

行政との連携とか、市民との連携は、多分この何年間か色々なことが行

われてきたと思います。 

だから、ここが指標じゃないような気がするというか、１つの指標と

してはあると思いますが、次期以降はｉ－ＢＯＸの利用者数ではないの

ではないかなという気がしています。 

 

（事務局） 

 教育大学連携事業ということで、ＫＰＩを３項目載せさせていただい

ております。 

ｉ－ＢＯＸの運営を岩見沢市と教育大学が連携して行っておりますの

で、そのＫＰＩについて特化した形で載せさせていただいているという

ことで、ご理解いただければと思っております。 

ただ一方で、今お話がありましたとおり、教育大学との連携というの

は、それにとどまらず幅広なものがあり、特に地域資源として貴重なも

のでありますので、次期戦略においてもそこはしっかりと取り組んでい

きたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

（会長） 

 岩見沢にあるたったひとつの大学ということもございますけれども、

貴重な人材もたくさんいるということで、その辺のことも含めた評価と

いうのは、やっぱり大事なことだろうと思います。あといかがですか。 

（委員） 

 ９ページの基本目標２の新しい人の流れを作るというところで、（１）

の交流人口関係人口の創出ということが明記されている中で、１０ペー
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ジ以降の事業の中のＫＰＩの数字が、これは多分、そこまで載ってはい

ないと思いますが、どこまでが関係人口で、どこまでが市民なのかとい

うところは分析しているのでしょうか。質問です。 

 

（事務局） 

 総数ということですので、どこまでが関係人口なのか、実際に市民の

方なのか、他所から来ているのかとか、そこまでは押さえておりません。 

 

（委員） 

 はい、ありがとうございます。 

簡単に言うと、多分この事業は、目的がこの（１）であるならば、そ

ういったところをＫＰＩに全て表せるかどうかは別として、ある程度の

ヒアリングとか、調査というのは進めていった方がいいのではないかと

思います。 

それと２点目が先ほどの話とちょっと重なりますが、教育大学連携事

業ということで、これもＫＰＩに表れていないところだと思いますが、

民間とどれぐらい事業をしたとか、来場者、大学自体にもどれぐらい来

場者があったとか、そういった観点でもＫＰＩとして把握する必要があ

るのかなと思います。意見です。 

 

（事務局） 

 先ほどもお話がありましたが、あくまで市の事業を載せさせていただ

いていて、その事業についてわかり得るＫＰＩということで設定させて

いただいております。 

例えば、教育大学で行っている事業も色々あると思いますし、そこが

関係人口や交流人口に繋がるという観点もありますので、そこはＫＰＩ

に載せる、載せないに関わらず、しっかりとやっていきたいと思ってお

ります。 

 

（会長） 

 よろしいですか。いずれにしても、教育大学との関係というのは、や

っぱり我々も関心のあるものですから、どこかの時点で数字的にまとま

ったものがあるとすれば、公表なり、あるいはこの会議に提出をいただ

ければと思います。 

たくさん意見をいただきましたけども、そろそろ次に移りたいと思い

ます。基本目標３についての説明をお願いいたします。 

 

【事務局から説明】 
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（会長） 

それでは今、基本目標３についての説明がありましたが、委員の皆さん

からご質問ご意見があればいただきたいと思います。はい、どうぞ。 

 

（委員） 

 基本目標のところの、子育てに関する不安や負担の軽減ということで、

４６．０が基準値で、その後の実績値が非調査年となっていますが、こ

の子ども・子育てプランニーズ調査というのが毎年行われないようなも

のであれば、ＫＰＩの比較数値としては意味がないのではないかと思わ

れますが、まずこれがまず第１点です。 

それから、このＫＰＩの色々な市の事業には載っておりませんが、多

分、出産子育てでは医療がどういうふうに関わってくるかというのは非

常に重要なところだと思いますけれども、医療の場合は、公的な病院、

市立病院のような公的な機関と、それから民間の開業医、病院、それぞ

れお医者さんがいると思いますけれども、この状態が例えば、出産に関

して、出産できる医療機関がどれだけあるのか、それから小児科がどれ

ぐらいあるのかというような基礎データがないと、多分開業医の先生が

今後１０年後、どのぐらい維持できるのかというところがないと、どう

もそこら辺をただ数字だけ見ても、市の事業との関連性も見えないなと

いうことで、このＫＰＩで市の事業を図るときに、岩見沢市自体のそう

いう基本的な色々な、例えば医療体制のインフラ、お医者さんの現状と

いうようなところで、きちっとデータとしていただかないと、あまり評

価できないのかなと感じますがいかがでしょうか。 

 

（事務局） 

 まず、子育てに関する不安や負担の軽減のところの調査がないという

ことにつきまして、今回、国のデジタル田園都市国家構想に合わせて２

年前倒しで総合戦略の改訂を考えているということがございます。 

このニーズ調査というのは、子ども子育てプランの策定に合わせて実

施されているものでございまして、本来５年計画であれば、２０２４年

に調査が行われて、この数値が入ってくるという予定でしたが、今回前

倒しをした関係で数値が把握できていないというのが１つございます。 

それともう１点、医療に関するデータがないと、なかなか評価が難し

いというご意見をいただきました。岩見沢市の出産ができる病院の数で

すとか、開業医の状態、そういったものについても今後お示ししできれ

ばと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

（委員） 

 １２ページの今のお話ですが、ではそれでいいのかというところがあ
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ると思います。 

それに代わる何かきちっとしたデータを市として調べるのか、という

ようなところは今後考えていかないのでしょうか。 

 

（事務局） 

 今回、非調査という形でお示ししておりますが、類似するデータです

とか傾向等を把握できるようなものがないか、研究してまいりたいと考

えております。 

 

（委員） 

 １４ページの教育支援センター事業について質問ですが、教育支援セ

ンターは何をするところかという点と、このＫＰＩはゼロに近づくこと

で、支援する人がいない、不登校の子がいないゼロというのが、まちの

目指すところなのかなと思っていますので、５２人と増えることはよく

ないことなのかなと思っておりますが、これはそうではなくて、支援セ

ンターを相談しやすい場所に変えているということのＫＰＩということ

になるのでしょうか。 

とすると、このＫＰＩの設定の仕方はこれで良いのかなというふうに

疑問を持ちましたので教えてください。 

 

（事務局） 

 教育支援センターは、コーディネーターを中心に、不登校、それから

いじめ、学習相談、そういったことについて、一括して相談を受ける組

織となっております。 

この人数については、不登校児童生徒が当該施設に通った人数を記載

しております。 

つきましては、教育支援センターに通わなくても、学校が安心して過

ごせる場所で、学校で済む子どもたちを増やしていくという意味でニー

ズをお示ししております。 

このため、人数が減少していくことは、学校に居場所があって、安心

して通えるというような評価に繋がるのかなと考えております。 

ただ、この５０人が増えていくことについては、それだけ多くの子ど

もたちが救われているという見方もできるのかなと感じております。以

上です。 

 

（委員） 

 ということは、５２人というのは目標値に対して達成できているとい

うような理解だけれども、市としては、これは本来であればゼロに近づ

いた方がいいという理解で合っていますか。 
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（事務局） 

 全体的なところも含めて、ＫＰＩの考え方をまずお話させていただき

ます。 

ＫＰＩは、事業も目標もかなり幅広く設定している中で、先ほどご指

摘もありましたが、その１点を数字で把握するということで、達成状況

が一目でわかるという点で非常に良いものではありますが、逆に、幅広

いものをその１点だけで把握しようとすると、それだけではございませ

んので、いいかどうかという判断も出てきます。 

今、第１期、第２期の総合戦略もそうですし、それから市の他の事業

など、市全体の色々な計画を所管している私どもの立場から申し上げま

すと、ＫＰＩの設定が甘いものが多いです。 

理由は色々ありますが、１つは国の統計調査ですとか、あるいは市が

定期的にやっている調査ですとか、あるいは入場者数ですとか、そうい

う把握しやすいものはＫＰＩにしやすいのですが、そういった指標が、

必ずしもその事業や目標の全体を表すものでないというミスマッチがど

うしても起こりがちで、これはＫＰＩの設定上の限界ではあります。 

もう１つは、我々の設定が甘いというところでもありますので、先ほ

どから何人かの委員からご指摘を受けておりますが、そういう認識を持

っておりますので、次の計画に向けて、ＫＰＩを複数設定するですとか、

それから、必ずしも市で関わっていないものも含めてですとか、調査の

手間、コスト、そういったところにも関係してきますけれども、ＫＰＩ

を精度の高いものにしていけるよう、これはこの総合戦略だけではなく

全般に及ぶ話ですので、もう少し努力していきたいと思いますので、そ

の点は１つご理解いただきたいと考えております。 

それともう１つ、相談件数の多い、少ないということについては、教

育支援センターに限った話ではないのですが、これも以前から内部で議

論がありまして、この相談件数が多い方がいいのか、少ない方がいいの

か、多い方に向かっていく目標にすべきなのか、少ない方に向かってい

くべきなのかということです。 

一般的な整理としては、相談は最終的に無くなる方がいいという考え

方をもっております。 

しかしながら、相談がないということは、本当に相談がないのか、相

談ができないのか、そこが把握できないという問題もあります。 

そこで、大きな方向性といたしましては、まず相談したいと思ってい

る人、あるいは何か悩みを抱えている人が相談をできる体制や間口を広

く持つということが重要だと考えています。 

このことから、相談がある程度増加した中で、あるどこか、それがど

こなのか、それはその相談ごとに違いますし、今、明確にこうですとい

うことを申し上げられませんが、相談が増加した後に減少し、最終的に
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なくなれば、本当に皆さんが相談することなく、きちんと生活できてい

る、あるいは、人間関係も含めて円滑にやれている、これが理想である

という思いを持っています。 

その相談ごとにどの段階であるかということを私どもが把握をし、こ

ういう場も含めてお示ししていくということが大事かなと考えておりま

すので、そのようなご理解をいただければ、また、今後も含めて、この

ようなことがありましたら、それをご指摘いただければと思いますので

よろしくお願いします。 

 

（会長） 

 よろしいですか。 

いずれにしても全般に言えることですけども、市民が見てわかりやす

い、理解しやすい数字のとらえ方をしていただきたいです。 

ですから、いじめも０、不登校も０になるのが目標だということは、

非常にわかりやすい。 

そういった捉え方をしつつ、検討しながら進めていただきたいと思い

ます。あといかがですか。 

 

（委員） 

 ５ページの農業についてです。 

スマート農業という言葉がありましたが、今、ＩＣＴ農業の普及とか、

農業ＤＸを幅広く推進していくことは、非常に大事なことだと思います。

今の時点では、これが一番適切な課題であると思います。 

しかし、これを推し進めながらも、やはり農業をやっている人の平均

年齢が７０歳という高齢でもありますし、辞める人もいるわけで、非常

に厳しい状況にありますが、一方では、遠隔操作や、ＡＩを使ったこと

も実験されておると思います。 

岩見沢でもトラクターの実験を行い、結果がどうなったのかはちょっ

とわかりませんが、やはり若い人が農業に関心を持って、定着していく

という観点から、遠隔操作とかＡＩ、あるいはロボットもありますが、

こういったことを推し進めながら、このスマート農業という構想はあっ

ても良いではないかと思います。 

私も色々と農家の人に聞いたんですけれども、こういったＡＩを使う

ということになりますと、問題があまりにも多すぎるんです。 

中には、基盤整備をしなくてはいけないとか、結構、大型の農機具を

使いますので、非常にコストがかかると。 

１軒や２軒の農家で受けられる状況ではないということです。農家の人

に言わせると、１番問題なのはコストです。 

ですから、例えば、農家が３軒４軒集まって、農業公社とかを立ち上
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げてやるということであればできるかもしれないけれども、とてもじゃ

ないけど、１軒の農家で引き受けるというような話ではなくて。 

しかし、そんな暗い話ばかりではなくて、ゆくゆくは未来の農業とし

ては、やはりＡＩを駆使した農業になっていくんだと思います。 

それに備えて、少しずつ、現状の農業ＤＸにあわせて進めていくとい

うことが、これからの農業というか、若い人の定着に関する問題だと。

色々考えますと、私はそんなふうに思います。以上です。 

 

（会長） 

 それでは、時間も経過しましたので、基本目標４の方に移っていきた

いと思います。説明をお願いいたします。 

 

【事務局から説明】 

 

（会長） 

 基本目標４の説明がありましたけれども、１から４を全て通した中で

のご質問を受けたいと思います。 

ご質問ご意見あればいただきたいと思います。 

 

（委員） 

 基本目標３に戻って、１３ページのあそびの広場の運営事業の「えみ

ふる」の年間利用者数というところで、利用者数は、２万９，０００人

で増えておりますが、どちらかというと、市外から来られるお子さんた

ちが非常に多いとお聞きしておりました。 

市内のお子さんたちへの浸透の度合いというのは、どのようになって

いますか。 

南幌の「はれっぱ」という施設が今年オープンしまして、南幌は、非

常に住宅も建って、子どもたちも増えているということで、「はれっぱ」

で遊ぼうとしても、なかなか入場できないほど人気があるというふうに

お聞きいたしました。 

「はれっぱ」と、「えみふる」の設備の充実度合いを比較してどうかと

いうことと、あわせて、あそびの広場について、私どもは金融機関なの

ですが、口座を作ったときに、あそびの広場の入場券をプレゼントする

という企画も一度やったことがございまして、例えば、他の機関と連携

して、こういった入場者数をさらに増やすような取組みをもっともっと

深めていったらいいのではないかと思いましたが、それについて教えて

いただきたいと思います。 
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（事務局） 

 あそびの広場の市内の利用者が少ないというご指摘ですが、コロナ禍

以前におきましては、大体２万６，０００人ぐらいの利用になっており

ましたが、コロナが始まり、利用者の人数も急激に減少しまして、７，

０００人から１万人、令和４年度につきましては、１万２，０００人程

度の利用ということで、ピークよりは１万５，０００人ほど少ない数値

となっております。 

その中で、あそびの広場の浸透度合いということですが、まず保育園

や幼稚園の遠足行事として利用していただいたということで、一定程度、

市内の皆さんに、あそびの広場があるということを認識していただいて

いると考えております。 

また、他の事業との兼ね合いやＰＲになりますが、街中の商工業者さ

んたちが行っておりますＬＩＮＥのアプリがございまして、そちらで、

あそびの広場の無料クーポンを配布するというＰＲをしております。街

中の店舗で特典があるなど、様々な取組みを行っておりますが、その中

の１つとして、あそびの広場の無料利用券の配布等も行っているところ

です。 

さらに、「はれっぱ」との比較になりますが、「はれっぱ」は、屋内遊

戯場はもとより、広大な公園と隣接しておりまして、そちらの方にも遊

具があるという形になっております。 

対して、あそびの広場は、屋内のみの遊戯施設となっておりまして、

そういった屋外にスペースを取ることが難しいものですから、その辺が

大きく異なっている点になっております。 

南幌の屋外部分につきましては、無料で利用できるということもあり

ますので、利用者の方がかなりそちらの方は伸びていると伺っておりま

す。以上となります。 

 

（委員） 

 １７ページになりますが、高齢者・障がい者の冬の暮らし支援事業と

いうことで、先ほどのＫＰＩの考え方にも重なりますが、ここの数字は

目標値が計画終了時に６６０世帯というところで、各年度を見ますと、

それを超えているという数字になっていますが、目標値より多くなった

からいいのか、少なければいいのか、そこら辺の考え方はどうなのかお

聞きします。 

 

（事務局） 

 ここは、あくまでも現状としては、増えた方がいい数字として捉えて

おります。 
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（２）次期岩見沢市総合戦

略について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 もっともっと利用していただければいいということでしょうか。 

 

（事務局） 

 おっしゃる通りです。 

 

（委員） 

 最初にＫＰＩのお話をさせていただいて、結局、達成しているかどう

かが議論になるので、先ほどの１１項目を達成していると説明がありま

したけれども、見返してもどこが達成しているのかはパッと見で分から

ないという部分もありましたので、そういう意見が今もちょっと多かっ

たものですから。そういうふうに資料を作ればいいかなと思います。 

 

（事務局） 

 色々とご質問をいただいている中で、次回、こういったＫＰＩをお示

しするときは、もう少し分かりやすい形にしたいと思いますのでよろし

くお願いいたします。 

 

（会長） 

 その他はいかがですか。なければ、１から４については一度終了させ

ていただくということでよろしいでしょうか。 

（異議なし） 

 

（会長） 

それでは、続きまして(２)の次期岩見沢市総合戦略について、ということ

で説明をお願いいたします。 

 

【事務局から説明】 

 

（会長） 

 次期の岩見沢市の総合戦略について今説明がありましたけれども、ご

質問ご意見があればいただきたいと思います。いかがですか。 

 

（委員） 

先ほどの議論でも出ていましたが、例えば、結婚出産子育ての希望を

かなえる目標３のところに記載されている市の事業は福祉分野になりま

すが、目標３は、結局、経済も医療も色々絡んできます。総合戦略自体

は、岩見沢市の戦略もそうですけど、基本的には施策間連携や事業間連

携による大きな戦略であり、その体制というふうに考えると、多分見せ
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方のところで、岩見沢の進んでいるところをもう少し強く出していただ

ければいいなと思ったのが１つあります。 

今日のご説明の中にもでてきましたけども、「低出生体重児の減」、こ

れは岩見沢市がここ何年か先駆的に取り組んでいて、このような自治体

あまりないと思います。そういう環境が整ってきて、これからの子育て

とか、いわゆる出産前からのプレコンセプションケアは、これからキー

ワードになってくると思うのですけれども、既に岩見沢市が実践してい

ますので、その辺がもっと可視化されるような形で組み込んでいただけ

ると良いと思います。 

 

（事務局） 

 確かに、おっしゃっていただいて凄くありがたいと思いましたが、当

市の先駆性や優位性としては、まずはその子育ての「えみふる」もそう

ですが、様々な取組みを通じて、子育てに関しては、かなり優位性があ

ると思っております。 

もう１点は、国デジタル田園都市国家構想に先駆けて早くからＩＣＴ

を取り入れている、こういった様々な優位性がありますので、また冒頭

でもおっしゃっていただきましたが、この総合戦略事業は単一の取組み

ではなく、様々な事業をバランスよく取り組んできたという経緯もあり

ますので、そういった優位性等を、皆様にわかっていただけるような見

せ方をしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

（委員） 

 この方向性の中でのストロングポイントの整理ですが、この文脈の中

で、いわゆる教育というところ、学校教育を含みますけど、どんな位置

づけになっているのか教えていただけるとありがたいです。 

 

（事務局） 

 教育の事業をどのように見せるかということですが、まず１つは、岩

見沢市が前々から言っている部分ではありますが、まちづくりは人づく

りというところが大きくあります。 

昨日、市長や教育委員さんで構成される総合教育会議がありましたが、

その中でも、人づくりはまず教育ということを常々言っております。 

その中で、見せ方というのは色々ありますが、まずはそこをきちっと

押さえているということだけはご理解いただければと思っております。 

 

（委員） 

 見せ方という問題になるのかもしれませんけど、例えば、今期のもの

ですが、教育というものが出てきているのは目標の３番目でしょうか。 
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結婚・出産・子育ての希望をかなえる、誰もが活躍できる地域社会を

つくることになっております。ここには教育というものが何ヶ所か出て

おりますが、むしろ後段の部分に視点があって、誰もが活躍できる地域

社会のために、例えばそういう保育所があるとか、女性が社会で活躍で

きるとかという文脈に見えてしまい、根本的な意味で、本質的に次世代

の子どもたちをどうしたいかというところがあまり書かれておりません

が、次期の目標ではどのように書くつもりなのでしょうか。 

 

（事務局） 

 確かに今おっしゃっていただいた通りで、出産子育てで、その次に学

校教育というライフステージで考えたときには、そういう流れがもちろ

んあると思いますので、そういったところで具体的にはどのような形で

載せるかということは、今いただいたご意見踏まえて検討してまいりた

いと思っております。 

 

（委員） 

 意見を述べさせていただいてもよろしいでしょうか。 

２０ページに書かれている、住みたいまち、住み続けたいまちという

ものを、これは解像度を高めていけば、多分、子どもたちが生き生きと

生活するまちかなと思っていて、そのことがこの戦略の中であまり明確

に出てないというか、子育て支援のお母さんが働けるという視点の方が

強いような気もしますし、あと例えば、先ほど農業の話もありましたけ

ど、ＩＣＴ技術を駆使するのは次の世代で、その世代の人たちがその農

業の問題をどういうふうにリアリティを持って、子どもという段階で課

題を意識して、それについては、例えば、デジタルトランスフォーメー

ションもそうですけど、このＩＣＴの活用も含めてですけれども、やっ

ぱり連動した学びがない限りうまくいかないと思います。 

農業を仮にＩＣＴ技術で進めたとしても、それを実際に運用する次の

子どもたちが農業にどう着目して、そのリアリティのある課題について、

そういう最先端の技術を駆使して、どんなことができるのかということ

を学べるように設計していかないと、先ほど他の委員からもありました

けど、これは連動しているということですよね。 

その連動の中で、子どもたちというところがあまり見えないのが今の

図になります。子どもたちがどのように成長していけるまちなのかとい

うところを、何かもう少し描いてもらえるといいかなという意見です。 

 

（事務局） 

１つは、総合戦略の考え方として、まずどこをターゲットにしていく

のか、全て幅広にというのはなかなか難しい部分がありますので、どこ
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をターゲットに絞って、どういった取組みをしていくのか、そこは考え

ていかなければいけないポイントだと思いますので、今、色々意見いた

だいておりますけれども、そこを踏まえながら、次期に向けて検討して

まいりたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

 

（委員） 

 ２０ページの図のところです。 

今もお話がありましたが、教育はどうなんだろう、じゃあ産業はどう

したらいいのかというのはよく見えないなと。 

基幹産業である農業は書いてありますけれども、他の産業はどういう

ところで貢献できるのか、一緒にやっていただきたいと思うのが、多分、

この黄色のＩＣＴ技術の利活用による市民生活の利便性というあたりか

なと思いますが、ここで市民生活と言われていますので、企業の方が抜

け落ちているので、そこら辺はちょっとこれから農業以外の産業をどの

ようにやっていけばいいのかというのは、市の施策の中でどういうポジ

ションにあるのかというのを考えていただければと思います。 

それからもう１つになりますが、この会議自体がデジタル技術の活用

について議論しながら、ペーパーを配布しているというのが非常に矛盾

を感じておりますし、他の色々な市の委員会に出席しても、基本的には

ペーパーなので、その辺は、今後、変えていただきたいと思いますし、

できればリモートで会議に出席できるとか、そういうこともＩＣＴ化の

１つだと思いますので、ぜひ市が率先してそういうところを取り組んで

いただければ、もっともっと市民にも広がっていくのかなと思います。 

 

（事務局） 

 まず前段の産業の件につきましては、市の事業等々、踏まえながら、

いただいた意見を踏まえて検討してまいりたいと考えております。 

２点目のペーパーレス化については、市の内部の会議では議会等も含

めてペーパーレス化が進んできておりますが、確かにこの委員会はペー

パーで配っております。 

ただ、そういったペーパーレス化も市で取り組んでおり、そこはどん

どん取り入れていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

（事務局） 

 ２点目のデジタル化、会議の電子化の関係です。 

スマートデジタル自治体推進事業というものを１９ページに入れてお

りまして、先ほどご説明したとおり、内部の会議は、議会も含めて、ペ

ーパーレス化してきております。 

その際に、市役所以外の方との会議もデジタル化していくことを考え
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ておりましたが、なかなか庁内の動きが悪く、今いただいた意見を私の

方でしっかり庁内に広げていきたいと思います。ご意見いただきありが

とうございます。 

 

（会長） 

 進めるべきところは進めていただきたいと思いますけど、これに不慣

れな方もおられるということも御考慮いただければと思います。その他

いかがですか。 

 

（委員） 

 意見になりますが、この間、美容室に行ったところ、美容師さんは子

どもが５人いると話しており、私の周りには結構、３人、少なくても２

人子どもがいる方が多くて、どこが少子化という感じがします。 

１人産むと、岩見沢は子育てがしやすいねとなって、どんどん産んだ

りするような傾向があるのかなと感じていて、先ほど合計特殊出生率０．

９とありましたが、ここの分析で、どういう層がまだいるのか、どうい

うふうにしたらもっともっと２人目、３人目というふうになるのかとい

った分析があるといいなと思います。 

でも、それはきっと少子化対策という一定のことではなくて、全体に

関わるようなことだろうなと思っていて、先ほどの教育の話と、この子

どもたちの話というのがやっぱり基本にあるべきだろうなと話を聞いて

いて思いました。 

あと今、私は中２の子どもがいて、その校長先生がこの間おっしゃっ

ていたのですが、岩見沢市の子どもたちのデジタル化はすごく進んでい

ると言っていて、ｉＰａｄとか、みんなものすごく使いこなしています。 

小中学生がみんな１台ずつｉＰａｄを持って、授業もほとんどペーパ

ーレスでやっている先生もいらっしゃって、結局、子どもたちの中では

男女平等もそうだし、デジタル化もそうですけど、結構進んでいる。 

情報もＴｉｋＴｏｋやＹｏｕＴｕｂｅで仕入れていますので、ものす

ごい勢いで色々な情報が入ってきていますが、ついていけてないのが誰

かといったら、やっぱり私達大人だと思います。だから、やっぱり教育

の部分というのは、子どもたちだけの教育だけではなくて、大人も教育

で子どもたちにどうやって関わっていくかというような、興味関心を持

てる大人をどんどん増やしていくというのが、この住みたいまちとか住

み続けたいまちに繋がるのではないかなと感じています。 

 

（事務局） 

 色々意見いただいたことにつきましては、検討してまいりたいと考え

ております。 
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（委員） 

２０ページ目にある住みたいまちと住み続けたいまちというのが極め

て重要なキーワードだと思いますが、もし可能であれば住み続けられる

まちというのを入れていただけるとありがたいなと思います。 

昨年、私達の研究室で博士号を取った学生がいて、転出回避という新

しい概念を考えて調査しました。 

これは何かというと、住み続けたいですかと聞くと、住み続けたいと

言うのです。 

例えば、ある道内の市町村で調査をしたところ、住み続けたいという

方が多いのですが、では住み続けられますかと聞くと、いや申し訳ない

けど住み続けられないと。 

つまり、物理的にできるかできないかと聞かれると、どうしてもやっ

ぱりここの部分がもう続けられない要因で、例えば、公共交通がなくな

ってしまうとかです。 

なので、可能であれば転出回避、住み続けられるまちというのを入れ

ていただきつつ、考えていただけるとありがたいなと思います。 

ある町で調査したときに、住み続けたいにもかかわらず、住み続けら

れないと答えた方の割合が１７．６%でしたが、この割合を減らせるこ

とができれば、転出を回避させることができるだろうと思います。 

その意味で、もし可能であれば、次期の総合計画のＫＰＩ、もし１つ

可能であれば追加を検討いただければと思いますが、定住意向の住み続

けたい回答の割合をもちろん高めるとともに、住み続けられないと答え

る方の割合をすごく減らすということも含めて、そこをＫＰＩに入れて

いただけると、大変実効性を持った市の施策として、住み続けられない

人を少なくしましょうということが極めて重要かと思います。そのへん

もご検討いただけるとありがたいと思います。以上です。 

 

（事務局） 

 ありがとうございます。 

今おっしゃっていただいたことにつきまして、当市はまだ交通の部分

ですとか、そういったところを保っておりますが、近隣を見ると乗務員

不足でバス路線がなくなったりですとか、色々なことが出てまいります

ので、そこはしっかりと、まずまちとして、ちゃんと住み続けられるま

ちであり続けられるかというところは必要な観点であると思いますの

で、そこについても検討してまいりたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

（会長） 

 協議事項の（１）と（２）については、これで終了したいと思います
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５ その他 

 

 

 

 

 

 

 

６ 閉会 

けどよろしいですか。 

（異議なし） 

 

（会長） 

それでは５番目のその他ということで委員の皆さん、あるいは事務局

の方から連絡事項等がございましたらいただきたいと思いますけど、い

かがですか。 

 

（事務局） 

 特にございません。 

 

（会長） 

委員の皆さんからはいかがですか。 

意見がないということでございますので、令和５年度の第２回岩見沢

市総合戦略推進委員会、以上で閉会をいたしたいと思います。 

次回の開催については、事務局と相談の上、改めてご案内をいたした

いと思いますので、以上で終了させていただきます。大変どうもありが

とうございました。 

 

 


